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習熟度別にみた T大学１年生の英語力の変化 
To What Extent Do English Proficiency Levels of First-year Students  
in T University Change During the Academic Year? 
 目 時 光 紀1) 
Mitsutada METOKI        
 
 本稿では、T大学看護栄養学部に在籍する１年生（看護学科 86名、栄養学科 91名）の英語力の変化












     This paper researches to what extent English proficiency levels of first-year students in 
T University change during the academic year. T University offers first-year students two English 
courses: English 1, which focuses on reading and writing skills; and Oral English 1, which focuses 
on listening and speaking skills. English 1 is divided into three proficiency levels: advanced, 
intermediate and beginner. Oral English 1 is also divided into two proficiency levels: advanced 
and beginner. G-TELP Level 4 is given to the students three times during the academic year, first 
as a placement test before the first semester begins, second at the end of the first semester, 
and third at the end of the second semester. In this study, scores of the tests were analyzed 
according to the college major, proficiency levels, and courses by ANOVA and Multiple Comparison. 







































































生 1470名に G-TELP Level 3（Form 312）を前期












天使大学 紀要 Vol.14 No.2 2013 
 
- 63 - 
ところで、小笠原（2011）の研究では、T大学
が使用している Level 4よりも１ランクレベルが




















































































は T大学に 2012年度入学した１年生 177名（看護
学科１年生 86名、栄養学科１年生 91名）である。 
 
表１．2012年度の習熟度別クラスとプレイスメントテストの得点幅 


























看護学科： 60- 80 
栄養学科： 55- 85 
初級 看護学科： 20- 55 
栄養学科： 20- 50 
 
表２．調査対象者のクラス構成とクラスサイズ 




上級 23 31 
中級 29 26 
初級 28 31 
合計 80 88 
オーラル 
イングリッシュⅠ 
上級 37 44 
初級 49 47 
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177名を含む）に以下の通り G-TELP Level 4を計
3回受験させた。 
  2012年 4月 4日（水） プレイスメントテス
ト実施（Form 410） 
  2012年 7月 26日（木） 前期到達度テスト
実施（Form 412） 































上級 -10.21 (.004*) +12.39 (.001*) +2.18 (.308) 
中級 + 6.55 (.025*) +3.62 (.329) +10.17 (.006*) 
初級 +21.78 (.000*) +1.61 (.730) +23.39 (.000*) 
オーラル 
イングリッシュⅠ 
上級 +5.54 (.007*) -4.19 (.051) +1.35 (.533) 
初級 +13.37 (.000*) +1.63 (.550) +15.00 (.000*) 
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上級 -0.97 (N/A) +4.84 (N/A) +3.87 (N/A) 
中級 +3.65 (.280) +6.35 (.061) +10.00 (.003*) 
初級 +21.61 (.000*) -3.06 (.413) +18.55 (.000*) 
オーラル 
イングリッシュⅠ 
上級 +3.64 (.070) -4.55 (.023*) -0.91 (.616) 
初級 +12.76 (.000*) -1.81 (.409) +10.95 (.000*) 
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付表１．基本統計値（看護学科・英語Ⅰ・上級クラス N=23） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 23 170 195 176.30 7.419 
前期到達度テスト 23 130 190 166.09 14.921 
後期到達度テスト 23 160 200 178.48 10.383 
 
付表２．一要因分散分析の結果（看護学科・英語Ⅰ・上級クラス N=23） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 2013.768 2 1006.884 10.296 .000* 
群内 4177.536 22 189.888   
誤差 4302.899 44 97.793   
合計 10494.203 68    
   * p < .05 
 
付表３．多重比較の結果（看護学科・英語Ⅰ・上級クラス N=23） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 




































   * p < .05 
 
付表４．基本統計値（看護学科・英語Ⅰ・中級クラス N=29） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 29 135 165 149.14 9.643 
前期到達度テスト 29 110 180 155.69 16.941 
後期到達度テスト 29 110 190 159.31 20.862 
 
付表５．一要因分散分析の結果（看護学科・英語Ⅰ・中級クラス N=29） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 1541.954 2 770.977 4.902 .011* 
群内 14017.816 28 500.636   
誤差 8808.046 56 157.287   
合計 24367.816 86    
   * p < .05 
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付表６．多重比較の結果（看護学科・英語Ⅰ・中級クラス N=29） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 




































   * p < .05 
 
付表７．基本統計値（看護学科・英語Ⅰ・初級クラス N=28） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 28 60 130 104.29 20.079 
前期到達度テスト 28 85 160 126.07 21.532 
後期到達度テスト 28 80 175 127.68 24.247 
 
付表８．一要因分散分析の結果（看護学科・英語Ⅰ・初級クラス N=28） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群内 9561.310 2 4780.655 17.262 .000* 
群間 24322.321 27 900.827   
誤差 14955.357 54 276.951   
合計 48838.988 83    
   * p < .05 
 
付表９．多重比較の結果（看護学科・英語Ⅰ・初級クラス N=28） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 
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付表 10．基本統計値（栄養学科・英語Ⅰ・上級クラス N=31） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 31 155 175 162.58 6.692 
前期到達度テスト 31 130 190 161.61 14.910 
後期到達度テスト 31 145 190 166.45 11.416 
 
付表 11．一要因分散分析の結果（栄養学科・英語Ⅰ・上級クラス N=31） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 406.452 2 203.226 1.624 .206* 
群内 4412.366 30 147.079   
誤差 7510.215 60 125.170   
合計 12329.033 92    
   * p < .05 
 
付表 12．基本統計値（栄養学科・英語Ⅰ・中級クラス N=26） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 26 130 150 139.81 7.935 
前期到達度テスト 26 110 170 143.46 16.719 
後期到達度テスト 26 115 175 149.81 14.865 
 
付表 13．一要因分散分析の結果（栄養学科・英語Ⅰ・中級クラス N=26） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 1331.410 2 665.705 4.979 .011* 
群内 7401.282 25 296.051   
誤差 6685.256 50 133.705   
合計 15417.948 77    
   * p < .05 
 
付表 14．多重比較の結果（栄養学科・英語Ⅰ・中級クラス N=26） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 




































   * p < .05 
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付表 15．基本統計値（栄養学科・英語Ⅰ・初級クラス N=31） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 31 65 125 106.45 17.185 
前期到達度テスト 31 75 180 128.06 21.474 
後期到達度テスト 31 65 165 125.00 24.732 
 
付表 16．一要因分散分析の結果（栄養学科・英語Ⅰ・初級クラス N=31） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 8479.032 2 4239.516 24.293 .000* 
群内 30572.581 30 1019.086   
誤差 10470.968 60 174.516   
合計 49522.581 92    
   * p < .05 
 
付表 17．多重比較の結果（栄養学科・英語Ⅰ・初級クラス N=31） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 




































   * p < .05 
 
付表 18．基本統計値（看護学科・オーラルイングリッシュⅠ・上級クラス N=37） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 37 60 80 67.03 5.829 
前期到達度テスト 37 45 90 72.57 11.094 
後期到達度テスト 37 40 85 68.38 12.696 
 
付表 19．一要因分散分析の結果（看護学科・オーラルイングリッシュⅠ・上級クラス N=37） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 617.568 2 308.784 3.936 .024* 
群内 5807.658 36 161.324   
誤差 5649.099 72 78.460   
合計 12074.325 110    
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付表 20．多重比較の結果（看護学科・オーラルイングリッシュⅠ・上級クラス N=37） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 




































   * p < .05 
 
付表 21．基本統計値（看護学科・オーラルイングリッシュⅠ・初級クラス N=49） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 49 20 55 43.47 9.853 
前期到達度テスト 49 15 90 56.84 18.077 
後期到達度テスト 49 25 90 58.47 13.509 
 
付表 22．一要因分散分析の結果（看護学科・オーラルイングリッシュⅠ・初級クラス N=49） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 6637.075 2 3318.537 24.896 .000* 
群内 16308.844 48 339.768   
誤差 12796.259 96 133.294   
合計 35742.178 146    
   * p < .05 
 
付表 23．多重比較の結果（看護学科・オーラルイングリッシュⅠ・初級クラス N=49） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 
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付表 24．基本統計値（栄養学科・オーラルイングリッシュⅠ・上級クラス N=44） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 44 55 85 63.75 8.078 
前期到達度テスト 44 45 90 67.39 11.335 
後期到達度テスト 44 35 90 62.84 10.912 
 
付表 25．一要因分散分析の結果（栄養学科・オーラルイングリッシュⅠ・上級クラス N=44） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 509.091 2 254.545 3.216 .045* 
群内 6642.992 43 154.488   
誤差 6807.576 86 79.158   
合計 13959.659 131    
   * p < .05 
 
付表 26．多重比較の結果（栄養学科・オーラルイングリッシュⅠ・上級クラス N=44） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 




































   * p < .05 
 
付表 27．基本統計値（栄養学科・オーラルイングリッシュⅠ・初級クラス N=47） 
 N 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
プレイスメントテスト 47 20 50 40.43 7.997 
前期到達度テスト 47 25 85 53.19 12.998 
後期到達度テスト 47 25 75 51.38 11.019 
 
付表 28．一要因分散分析の結果（栄養学科・オーラルイングリッシュⅠ・初級クラス N=47） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 分散化(F) 有意確率(P) 
群間 4485.461 2 2242.730 22.191 .000* 
群内 7000.000 46 152.174   
誤差 9297.872 92 101.064   
合計 20783.333 140    
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付表 29．多重比較の結果（栄養学科・オーラルイングリッシュⅠ・初級クラス N=47） 
(I)テスト (J)テスト 平均値の差 
(I)～(J) 
標準偏差 有意確率 95％平均差信頼区間 
下限 上限 
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